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令和３年度の温水ケアセンター全体の事業活動収支決算は、約９００万

円の黒字を確保することが出来ました。

理由といたしましては、令和３年１２月まで、新型コロナウィルスの影

響がデイサービスの利用者に見られず、一定の収入を確保できたこと。ま

た、ケアマネージャーの担当件数が堅調に伸びて、黒字を確保できたこと

が主な要因となっています。

通所介護

通所介護の令和３年度の介護保険事業実績については、収入が約１億１，

５００万円。支出が約１億２００万円で、差し引き１３００万円の黒字と

なっています。

理由といたしましては、令和３年１２月まで、新型コロナウィルスの影

響がデイサービスの利用者に見られず、一定の収入を確保できたこと。ま

た、令和元年度に大規模な施設の修繕や施設整備を終えたため、大きな出

費がなかったことなどが主な要因となっています。

（総合事業）予防通所介護

（総合事業）予防通所介護の令和３年度の介護保険事業実績については、

収入が約４２０万円。支出が約８５０万円で、差し引き４３０万円の赤字

となっています。

理由といたしましては、利用者や収入は、前年度に比べて増加しています

が、他の事業との事務費や光熱費などの按分を見直したため、通所介護と

一体的に行っている（総合事業）予防通所介護の活動費用が膨らんだこと

が、主な要因となっています。



訪問介護

訪問介護の令和３年度の介護保険事業実績については、収入が約４２０

万円。支出が約７８０万円で、差し引き２８０万円の赤字となっています。

理由といたしましては、訪問介護と一体的に行っている（総合事業）予防

訪問介護の利用者が伸び、訪問介護の利用者とほぼ同じ数になった為、相

対的に訪問介護の利用者が減少したことが主な要因と考えられます。

（総合事業）予防訪問介護

（総合事業）予防訪問介護の令和３年度の介護保険事業実績については、

収入が約４７０万円。支出が約２２０万円で、差し引き２５０万円の黒字

となっています。

理由といたしましては、先ほどの訪問介護の所でも説明しましたが、地

域包括支援センターからの紹介が増えていることや、他の事業所では、要

支援の方を断る事業所があることなどが、（総合事業）予防訪問介護の利

用者の増加や、収入の増加につながっていると考えられます。

障がい者福祉サービス事業

障がい者福祉サービス事業の令和３年度の介護保険事業実績につい

ては、収入が約１００万円。支出が約９８万円で、差し引き２万円の黒字

となっています。

理由といたしましては、障がい者福祉サービス事業のご利用者は、厚木

市障がい福祉課や障がい者総合相談室、地域相談室が中心になって行って

いるため、そちらからのセンターに対する相談等で利用を開始することが

多く、また訪問介護の利用も月によって変動があるため、結果としてこの

ような事業実績になったと思われます。

居宅介護支援

居宅介護支援の令和３年度の介護保険事業実績につきましては、収入が

約１、１５０万円。支出が約１，０２０万円で、差し引き１３０万円の黒



字となっています。

理由といたしましては、常勤２名の体制となって、ケアマネージャーの

活動がやりやすくなったことと、経験年数も増えて、仕事のスピードが上

がったことなどが、主な要因として考えられます。

独自配食業務

独自配食業務の令和３年度の事業実績については、収入が約１６万円。

支出が約８５万円で、差し引き６９万円の赤字となっています。

理由といたしましては、温水ケアセンター独自の事業となってからは、

デイサービスを利用している方の利用が増え、送迎を利用した配達となっ

ているが、事業の按分の見直しにより、人件費や業務委託費などが増えて

いるためと思われる。


